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子会社の異動（持分譲渡）に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 27 年３月 31 日開催の取締役会において、当社の連結子会社であります愛績旻（上海）

信息科技有限公司の当社持分出資金の全部を、愛績旻（上海）信息科技有限公司の現董事長：朱 旻氏、

および王 竞先氏へ譲渡することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

 

記 

 

１．子会社異動の理由 

愛績旻（上海）信息科技有限公司は平成 25 年６月に、中国における半導体市場の拡大に先駆けて、上

海における営業力の大幅な強化を目的に、当社製品に関する半導体分野向け営業拠点として設立いたし

ました。 

しかしながら、当該会社において、今後業容を拡張していくためには営業対象分野を半導体分野以外

にも拡張していくことが必須であると判断し、そのためには当社グループの資本傘下から出ることが得

策であるとの結論に至りました。その結果、朱 旻氏、および王 竞先氏に、同社の当社持分出資金の全

部を譲渡することを決定いたしました。 

 

２．異動する子会社の概要 

名 称 愛績旻（上海）信息科技有限公司 

所 在 地 中国上海市长宁区（長寧区）武夷路 321 弄 1 号 

代表者の役職・氏名 董事長：朱 旻 

事 業 内 容 中国における、ジーダット社製品およびジーダット取扱製品の販売、

保守・サポート、および開発受託 



資 本 金 112,013,000 円 

設 立 年 月 日 平成 25 年６月１日 

主要出資者及び出資

持 分

株式会社ジーダット 50％ 

株式会社アルゴグラフィックス 30％ 

朱 旻 20％ 

上場会社と当該会社

と の 間 の 関 係

資 本 関 係 当社 50％出資の連結子会社です。 

人 的 関 係 当社の取締役１名および営業技術本部長１名が、当該

会社の役員を兼任しております。 

取 引 関 係 当該会社は、当社製品および当社取扱商品に関する中

国における販売代理店です。 

当該会社の設立以来の経営成績及び財政状態 （単位：円） 

決算期 平成 25 年 12 月期 平成 26 年 12 月期 

純 資 産 105,469,148 81,539,678

総 資 産 117,705,192 87,223,255

売 上 高 36,411,887 20,373,594

営 業 利 益 △8,687,495 △28,632,172

経 常 利 益 △11,308,457 △26,044,216

当 期 純 利 益 △11,308,457 △26,044,216
注 1. 当該会社は株式を発行していないため、「1 株当たり純資産」、「1 株当たり当期純利益」、「1 株当たり

 配当金」は記載を省略しております。 
 2. 当該会社は平成 25 年 6 月 1 日に設立したため、平成 25 年 12 月期の経営成績及び財政状態は、設立から

期末日までの 7 ヶ月分を記載しております。 

 

３．持分譲渡先の概要 

氏 名 1. 朱 旻 （99％） 

2. 王 竞先 （1％） 

住 所 1. 中国上海市武夷路 

2. 中国上海市長楽路 

上 場 会 社 と

当 該 個 人 の 関 係

1. 当該個人は愛績旻（上海）信息科技有限公司の 20％を出資しており、

同社の董事長であります。 

2. 記載すべき資本関係・人的関係・取引関係はありません。 

 

４．譲渡持分出資金額、譲渡価格および譲渡前後の持分出資金額の状況 

譲渡前の持分出資金額 56,006,500 円（出資割合 50％） 

譲渡持分出資金額 56,006,500 円（出資割合 50％） 

譲渡価格 18,750,000 円 

譲渡後の持分出資金額 0 円（出資割合 0.0％） 

 



５．日程 

取締役会決議  平成 27 年 3 月 31 日 

持分譲渡契約締結日  平成 27 年 3 月 31 日 

持分譲渡日   平成 27 年 4 月下旬（予定） 

 

６．今後の見通し 

当該子会社の異動（持分譲渡）により、愛績旻（上海）信息科技有限公司は当社の連結子会社ではな

くなります。 

平成 27 年３月期の当社通期連結業績に与える影響はありません。 

平成 28 年３月期以降における業績への影響は精査中であり、平成 27 年 5 月に予定している本決算時

に当社の業績予想に織り込んで開示する予定であります。 

なお、業績に重大な影響を与えると判明した場合は、速やかに開示いたします。 

 

以上 

 

 

（参考）当期連結業績予想（平成 27 年 1 月 30 日公表分）及び前期連結実績 

（単位：百万円） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成 27年 3月期） 
1,580 120 170 210

前期連結実績 

（平成 26年 3月期） 
1,376 79 128 104

 


